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農委広報農委広報

　　　  主 な 内 容  　　　

２ 市議会議員との農業振興懇談会

２ 山形県農業委員会大会 ３～５ 農業委員会からのお知らせ

６ 頑張る若手農業者



　

令
和
４
年
１１
月
１８
日
、
南
陽
市
文
化
会
館
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん

よ
う
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
山
形
県
農
業
委
員
会
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
農
林
水
産
大
臣
賞
の
表
彰
が
あ
り
、
米
沢
市
農
業

委
員
会
及
び
米
沢
市
農
業
委
員
会
会
長
の
伊
藤
精
司
氏
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
農
業
会
議
会
長
表
彰
で
、
飯
豊
町
農
業

委
員
会
会
長
の
阿
部
数
幸
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
両
名
の
長

年
に
お
け
る
農
業
委
員
活
動
の
御
尽
力
に
感
謝
の
拍
手
が
ホ
ー

ル
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

大
会
に
入
り
、
一
般
社
団
法
人
全
国
農
業
会
議
所
事
務
局
長

稲
垣
照
氏
よ
り
情
勢
報
告
「
農
業
委
員
会
組
織
を
め
ぐ
る
情
勢

と
課
題
と
し
て
」
が
あ
り
ま
し
た
。
３
年
目
を
迎
え
た
コ
ロ
ナ

禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の
影
響
に
つ
い
て
の
対
策
と
基
本
法
の

検
証
・
見
直
し
の
説
明
が
あ
り
、
輸
入
に
依
存
す
る
農
政
の
弱

点
が
顕
在
化
し
て
い
る
状
況
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

持
続
可
能
な
農
業
・
農
村
の
推
進
を
軸
と
し
た
要
請
決
議
の
３

つ
の
議
案
が
満
場
一
致
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、「
食
糧
安
全
保
障
」
と
い
う
言
葉
が
政
治
家
の

方
々
や
メ
デ
ィ
ア
関
連
、
農
政
見
識
者
か
ら
頻
繁
に
飛
び
交
う

世
の
中
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
日
々
の
生
活
に
お
い
て
、
生
命

の
根
源
と
な
る
食
料
を
生
産
す
る
こ
と
の
で
き
る
農
業
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
我
々
農
業
委
員
会
は
、
現
場
の
最
前

線
に
立
ち
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
と
「
地
区
計
画
」
の
円
滑
な

対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
課
題
が
山
積
み
の
農
業
で
す
が
、
や

る
気
の
あ
る
新
規
就
農
者
も
年
々
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
地
域

に
根
差
し
た
農
業
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
に
し

な
が
ら
、
農
業
委
員
と
し
て
の
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

�

（
農
業
委
員
　
武
田
仁
）

　

令
和
４
年
１１
月
１０
日
、
天
童
市
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
２５

名
と
市
議
会
経
済
建
設
常
任
委
員
会
７
名
で
、
令
和
４
年
度
天
童
市
農
業
振
興
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
１０
月
２６
日
に
農
業
委
員
会
よ
り
天
童
市
長
に
提
出
し
た
「
令
和
５
年

度
に
向
け
た
天
童
市
農
林
業
施
策
に
関
す
る
意
見
書
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
農
業

委
員
会
か
ら
説
明
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
書
に
は
、
農
地
利
用
の
最
適
化
（
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約

化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
）
と
農
業
振
興
（
農
道

の
舗
装
及
び
除
雪
、
鳥
獣
被
害
対
策
、
農
業
機
械
の
購
入
費
用
の
助
成
、
農
業
生

産
資
材
の
価
格
高
騰
対
策
、
農
業
委
員
会
事
務
局
体
制
）
の
提
案
内
容
が
ま
と
め

て
あ
り
ま
す
。

　

懇
談
会
で
は
各
項
目
に
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
被
害
が
拡
大
す

令和４年度山形県農業委員会大会令和４年度山形県農業委員会大会

市議会議員との農業振興懇談会市議会議員との農業振興懇談会
る
鳥
獣
被
害
の
現
状
や
、
農
地
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
支
援
推
進
事
業
の
補
助
基
準
単
価
を

増
額
す
る
こ
と
に
よ
る
、
遊
休
農
地
発
生

防
止
の
強
化
に
つ
い
て
な
ど
が
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
農
道
の
除
雪
に
つ
い
て

は
原
則
は
一
回
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

豪
雪
時
に
は
果
樹
の
枝
折
れ
や
ハ
ウ
ス
等

の
施
設
の
被
害
状
況
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
積
雪
の
状
況
で
複
数
回
の
除

雪
を
行
え
る
よ
う
に
、
予
算
を
確
保
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
議
会
議
員
の
皆
様
か
ら
は
農
業
振
興

に
つ
い
て
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
た
だ
き
、

貴
重
な
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
意
見
交
換
は
農
業
振
興
の
た

め
に
議
員
の
方
々
と
の
大
変
重
要
な
場

だ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

�
（
農
業
委
員
　
五
十
嵐
晋
）
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天童市農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します。
共通事項
任　　期 令和５年７月２０日から令和８年７月１９日まで（３年間）
募集期間 令和５年３月１日（水）から令和５年３月３１日（金）まで

応募資格

　天童市内に住所を有し、令和５年７月２０日現在で満１８歳以上の者。ただし、次の者を
除きます。
・破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者。
・�禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくな
るまでの者。

応募方法 　自薦又は他薦を問いません。他薦の場合は、天童市に住所を有する３名以上の推薦者
が必要です（団体又は組織推薦の場合は、代表者のみで可）。

応募用紙 　市経済部農林課及び農業委員会事務局、各市立公民館、天童市農協本所及び各支所に
用意しています。市ホームページからもダウンロードできます。

　農業委員　　　　　　　　　　
定　　数 １９名

主な業務
・�毎月の農業委員会総会へ出席します。必要に応じて事前に現地確認を行い、農地法等
に基づく届出や申請を審議し、承認又は許可を決定します。

・�農地等の利用の最適化に取組みます（担い手への農地利用の集積・集約化、遊休農地
の発生防止・解消、新規参入の促進等）。

報　　酬 ・月額基本給　３９，000円
・年額成果給　市長が規則で定める額（実績に応じて年度末に支給）

応募資格 　農業に関する見識を有し、農地等の利用の最適化の推進に関する事項、その他の農業
委員会の所掌に属する事項に関し、その職務を適切に行うことができる者。

選任方法 応募いただいた者の中から候補者を選任し、市議会の同意を得て市長が任命します。

　農地利用最適化推進委員　　　
定　　数 ８名

担当地区
及び定数

・天童地区：１名　　　　　・津山地区：１名
・成生地区：１名　　　　　・山口地区：１名
・蔵増地区：１名　　　　　・高擶地区：１名
・寺津地区：１名　　　　　・干布・荒谷地区：１名

主な業務
・�担当地区において農地等の利用の最適化に取組みます（担い手への農地利用の集積・
集約化、遊休農地の発生防止・解消、新規参入の促進等）。

・必要に応じて総会等に出席します。

報　　酬 ・月額基本給　２７，500円
・年額成果給　市長が規則で定める額（実績に応じて年度末に支給）

応募資格 農地等の利用の最適化の推進に熱意と見識を有する者。
選任方法 応募いただいた者の中から候補者を選任し、市農業委員会が委嘱します。

提出先・問合せ先
市経済部農林課又は農業委員会事務局

（市役所２階）
〒９９４－８５１０
　天童市老野森一丁目１番１号
　☎　０２３－６５４－１１１１
　　　市経済部農林課　内線２１５
　　　農業委員会事務局　内線２３２
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農地法の下限面積の撤廃について農地法の下限面積の撤廃について

【法務局からのお知らせ】【法務局からのお知らせ】
～相続登記の申請が義務化されます～～相続登記の申請が義務化されます～

　農地法の一部が改正され、多様な人材の確保・育成を後押しする施策として、農
地の権利取得に係る下限面積要件が撤廃され、令和５年４月１日から施行されます。
　本市農業委員会では、令和３年６月、農地の権利取得に係る下限面積を３０ａと定
めましたが、これも撤廃となります。
　なお、農地の権利取得に係るその他の要件（農地全ての効率的な利用、必要な農
作業への常時従事、周辺地域における農業上の効率的・総合的な利用の確保）は引
き続き継続されますので、ご注意ください。

　「相続登記申請の義務化」が、令和６年４月１日に施行されます。
　相続によって不動産を取得した相続人は、その所有権を取得したことを知った日
から３年以内に相続登記の申請をする必要があります。
　相続登記は、所有者であることを公示する非常に重要な書類です。現在、相続登
記未了の不動産をお持ちの方は、早めに相続登記の申請をお願いします。
　相続登記を委任する場合は、お近くの司法書士又は山形県司法書士会にお問合わ
せください。ご自身で登記申請をする場合の手続き案内については、お近くの法務
局で予約制の電話対応となります。
　制度の内容、申請に必要な書類等、詳しくは法務省又は法務局のホームページを
ご覧ください。

相続登記の専門家に相談したい場合は相続登記の専門家に相談したい場合は  山形県司法書士会山形県司法書士会  へへ
ＴＥＬ　０１２０－１３－７８３２（相続登記センター）

お問合わせはお近くの法務局へ
山形地方法務局　０２３－６２５－１３２１（代表）
寒河江支局　０２３７－８６－３２５８　　新庄支局　　０２３３－２２－７５２８
米沢支局　　０２３８－２２－２１４８　　鶴岡支局　　０２３５－２２－１００３
酒田支局　　０２３４－２５－２２２１
村山出張所（自筆証書遺言書保管制度は取り扱っておりません。）０２３７－５３－２８１２
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ストップ違反転用！ストップ違反転用！

①　工事その他の行為の停止等を書面で是正勧告
　　↓勧告に従わない場合
②　原状回復命令・許可の取り消し等（農地法第５１条第１項）
③　行政代執行（農地法第５１条第３項）

罰則 ３年以下の懲役又は３００万円（法人の場合１億円）以下の罰金（農地法第６４条・第６７条）

○農地転用とは
　「農地を農地以外のもの」にすることをいいます。
　　例：住宅地、工場用地、駐車場、資材置場、一時的な残土置場など
○違反転用行為とは
　・許可を受けないで農地を転用すること　・許可を受けないで農地等を転用するために権利の設定・移転を行うこと
　・転用許可に付した条件に違反すること　・違反転用者からその違反に係る工事等を請け負うこと
　・虚偽等の不正な手段による許可を受けること
○違反転用行為を行うと
　許可なく転用行為をした場合は、農地法に違反することとなり、原状回復命令や罰則の適用があります。

○農地を転用する計画がある場合は
　農地の場所や用途等によって、許可の要件が異なります。
　あらかじめ農業委員会事務局にご相談ください。

●
購
読
料　
月
額
７
０
０
円
（
税
込
）

●
発
行
所　
全
国
農
業
会
議
所

●
発

行　
毎
週
金
曜
日

●
申
込
み　
天
童
市
農
業
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
２
階
）

　
　
　
　
　
☎
６
５
４

−

１
１
１
１　
内
線
２
３
３

　

全
国
農
業
新
聞
は
農
業
者
の
公
的
代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員
会
系
統
組

織
が
農
業
者
の
立
場
に
立
っ
て
編
集
・
発
行
し
て
い
る
「
農
家
の
た
め
の
情

報
誌
」
で
す
。

　

地
方
版
で
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
も
お
伝
え
し
て

い
ま
す
。

全
国
農
業
新
聞
を
購
読
し
ま
し
ょ
う
！

～
老
後
の
備
え
は
国
民
年
金
＋
農
業
者
年
金
で
安
心
～

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
。

■
農
業
者
な
ら
誰
で
も
入
れ
る
「
終
身
年
金
」
で
す

■
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に
は
、
月
額
最
大
１
万
円
の
保
険
料
補
助

■
加
入
で
大
き
な
節
税
効
果
！
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

※�

農
業
者
年
金
の
加
入
に
は「
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
」

「
年
間
６０
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
」「
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
で

あ
る
こ
と
」
の
３
つ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
農
業
者
年
金
基
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nounen.go.jp
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頑張る若手農業者頑張る若手農業者

　高校卒業後に専門学校に進学しましたが、就
職難の時代には薄給・長時間労働の職場しか見
つからずにいました。二十歳で何もせずに家に
いるわけにもいかず、両親が専業農家であった
ため、手伝うという形から農業に携わることに
なりました。そこから十数年、そのまま続けて
今に至っています。

―― 就農したきっかけは？

　３０ｈａほどの水稲を栽培しています。そのほか�
啓翁桜、ストック、野菜などを少々作っています。

―― 現在の経営内容は？

　基本となる知識を学んでから農業を始めたわけではないので、自分の知識量が足りないと感じ
る部分は多々あります。収穫物の品質を安定させるのが難しく、天候にも非常に左右されるので、
毎年満足のいく品質で作れているわけではありません。そうした中でもより良い品質のものを安
定して作れるように努力していきたいと思っています。
　現在、後継者不足が深刻化している中で、自分にも任せられた圃場が市内全域に広がってきて
います。一部の地域に集約されれば多くの労力を削減できるのですが、現実問題そう簡単にはい
きません。耕作放棄地の発生を防止するためにも、微力ながら貢献できればと考えているところ
です。
　これからも栽培・収穫を楽しみながら、暑さ・寒さに負けないように農業を続けていきたいと
思っています。

～ 農業をやってみて思うこと ～

　

食
品
ロ
ス
を
な
く
そ
う
。
最
近
、
地
産
地
消
や
国
消

国
産
な
ど
、食
料
に
関
す
る
話
題
を
多
く
耳
に
し
ま
す
。

し
か
し
、
農
業
に
携
わ
る
方
々
や
農
地
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
の
が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。
自
然
災
害
や
遊
休

農
地
も
年
々
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。「
食
」や「
農
地
」

の
大
切
さ
を
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

�

（
那
須
桂
子
委
員
）

　
　
　
広
報
編
集
委
員
会

�

委
　
員
　
長
　
今
　
野
　
　
　
滋

�

職
務
代
理
者
　
梅
　
津
　
節
　
子

�

委
　
　
　
員
　
仲
　
野
　
　
　
真

�

　
　
〃
　
　
　
山
　
口
　
光
　
利

�

　
　
〃
　
　
　
吉
　
田
　
英
　
徳

�

　
　
〃
　
　
　
那
　
須
　
桂
　
子

編
集
後
記

山口　耕補 さん（津山地区）

　

令
和
５
年
２
月
１０

日
、
市
農
業
協
同
組
合

営
農
経
済
委
員
と
の
農

業
振
興
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
昨
年

１０
月
に
市
農
業
委
員
会

が
市
長
へ
提
出
し
た
意

見
書
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
活
動
報
告

農
業
委
員
会
活
動
報
告
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